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はじめに  
古代メソアメリカにおいて、黒曜石は利器製作の主要石材であるとともに、権力や神々

の象徴として、世俗性と神聖性の二面性を持っていた(千葉 2014)。テオティワカンにおい
ては、卓越した加工技術を持って、ユニークな黒曜石製の「羽毛の生えた蛇」の意匠を創

り出している。これまでの黒曜石研究では、利器としての黒曜石の用途や形状、あるいは

石材の産地同定が主たるテーマとなっていた(Gaxiola G. and Clark (ed.) 1989)。しかしな
がら、テオティワカンの埋葬墓から出土した黒曜石は、副葬品として明らかに儀礼のコン

テクストに関係している。またテオティワカンは、その都市景観そのものが当時の宇宙観

を表現した計画都市である。その主要モニュメントの一つである「月のピラミッド」内部

に設営された埋葬墓に関しても、副葬品それぞれの遺物レベルや、これらの複合的な位置

関係に、世界観が表れていると考えられる。中でも黒曜石製品はその形状から、配置時に

意図した方位や個数の確認に適した研究材料であるといえる。本報告では黒曜石の儀礼的

側面に注目したい。 
 
研究方法と研究対象  
テオティワカンにおける黒曜石の儀礼的側面を理解するために、埋葬墓から発見された

黒曜石の型式分類と空間分析を試みた。本発表ではその一例として月のピラミッドの埋葬

墓 5に付随する黒曜石を例としてあげる。なお、空間分析に関しては、ESRI社の ArcGIS 
9.3を利用した。 
埋葬墓 5 は、A.D.300 年頃に建設された第 5 期ピラミッドに頂上部に位置する（表 1）。

しかしながらその埋め土は第 6 期ピラミッドの土と境が見られないことから、第 5 期ピラ
ミッドの放棄と第 6 期ピラミッド建造の間に埋葬されたものと考えられる。空間的には、
埋葬墓 5は第 5期ピラミッド頂上部の北側中央部に位置し、また第 6期ピラミッド南側中
央部の直下に位置している(図 1)。埋葬墓 5からは 3体の人間体と石器、土器、繊維体、骨
など、多くの異なる材質の副葬品が発見されている。中でも黒曜石は点数として最も多い

副葬品の一つであり、その形状から方向性を持たせることができるため、空間分析に非常



表１   テオティワカンの編年  (Sugiyama and Cabrera 2007 を基に

Sugiyama and Cabrera 2001、2002 のデータを統合 ) 
に適した資料である。空間分析を行うにあたっては黒曜石そのものがもつ方向性とともに、

他の重要な資料である 2体の埋葬体、貝、緑石製人形との関連性に特に着目した。同時に、
ミニチュア製品が多い同墓内の黒曜石製品の中で唯一サイズが大きい黒曜石製人形につい

ても、他の黒曜石製品との関連性を試案した。 



 
空間分析  
空間分析を行う上で非常に重要な役割を持つのがテオティワカンの方向軸である。テオ

ティワカンでは、地域の北に位置するセロ・ゴルドから死者の大通りに突き抜ける直線を

南北の軸とする独自の方位軸を持つ。天体の方位軸からは 15.30°東に傾いており、この独
自の方位軸を持って都市設計がなされたことはよく知られている(図 2)(以下、テオティワカ
ン独自の方位軸を「建築軸」と表記する)。埋葬墓 5 から発見された 3 体の生贄体もまた、
正確にこの建築軸の西方向を向いて座らされている。埋葬墓 5 内東側に置かれたほら貝も
また、正確に口が西向きになるように設置されている。 
建築軸とともに、天体の方位も重要であることも黒曜石製品の空間分析からわかる(図 3)。

埋葬墓 5 から発見された緑色石製人形は、天体の西方を向いて配置されている。また、同
墓内からは一つだけ大型の黒曜石製人形が発見されている。この人形は、足を天体の西方

に向けて配置されている。建築と天体の方位軸を、それぞれほら貝と黒曜石製人形を通る

ように置くと、二つの方位軸の交点に埋葬体 5Aが座している。他の埋葬体との装飾品の比
較や、緑石製の人形を正確に背後に配置していること、正面にワシの生贄体を伴うことか

らも、埋葬体 5Aの座位置が埋葬墓 5の中心であると言える。 
次に黒曜石自体に目を向ける。報告者は、現在アリゾナ州立大学テオティワカン考古学

研究センターに保管されている黒曜石製品の内、テオティワカンの「月のピラミッド」、「太

陽のピラミッド」、「羽毛の生えた蛇神殿」の埋葬墓から出土した全 1857点の黒曜石製品を
肉眼分析した。型式分類においては 12種類(大型 6種、ミニチュア 6種)に分類した(表 2)。 

 

大型製品 ミニチュア製品 
無 ナイフ  ナイフ 
 人型エキセントリック石器  人型エキセントリック石器 
無 蛇形エキセントリック石器  蛇形エキセントリック石器 
無 カーブ・ナイフ 無 カーブ・ナイフ 

 石鏃  石鏃 
 石刃 無 石刃 
表 2. 黒曜石製品の型式分類  
 
なお、このうちの 5 つの型式に関しては月のピラミッドの埋葬墓 5 からは発見されていな
い。型式ごとに黒曜石製品の配置をみていくと、石刃と石鏃は、それぞれに独自のルール

に従い配置されている。一方、ミニチュア製品群は、別の規則に則って配置されているよ

うに見受けられる。 
石鏃に関しては、その方向から 4つのグループに分けることができる(図 4)。それぞれの

グループにおける個体数は、表のとおりである。なお、グループ B に関しては平面上は 5



点の鏃が確認できる。しかし、Arc GISを用いて埋葬墓を三次元に復元すると、その内一点
は、明らかに他の製品と標高値が異なる。半分近くが破損しており、破片も周辺から確認

できていないことから、埋土に紛れたものと推測できるため、グループ B の点数は 4 点と
推定できる。9、4、13、52の数字は、メソアメリカの聖数である(Sugiyama 2005)。メソ
アメリカの宇宙観では、世界は、9層の地下界、4方位に広がる地上界、13層の天上界で構
成されている(Nicholson 1959)。また、365日の太陽暦のある一日と、260日の宗教歴のあ
る一日が再び同じ組み合わせとなるには、太陽暦で 52 年かかる(Kubler and Gibson 
1951)(図 5)。メソアメリカでは 52年毎に「新しい火の祝祭」を行っていたことはよく知ら
れている。つまり、時空間の認識と関連する聖数に則って、その個数の石鏃を一つのまと

まりとするように配置した可能性がある。 
ミニチュア製品に関しては、意図的に人型エキセントリック石器、蛇型エキセントリッ

ク石器、ナイフの３つを１セットとして配置している(図 6)。なお、ナイフについては刃部
の長い石鏃で代用するケースも見られる。 
この黒曜石製の蛇が「羽毛の生えた蛇神」を模したものであることは明らかである(図 7)。

アステカの神話において、ナナワツィンの太陽とテクシステカトルの月が天上で静止して

いた時、神々はケツァルコアトルを呼び、自らの心臓を彼にくりぬかせたと言う。これに

より、太陽と月は運行を開始し、人々は安定した生活を開始することが可能になった。上

記の 3 点は、テオティワカン人が同じような宗教観を持っていた可能性を示唆するもので
あろう。 
この「羽毛の生えた蛇」の意匠は、テオティワカンの月のピラミッド及び羽毛の生えた

蛇神殿以外からは発見されていない。羽毛の生えた蛇が同じく権力の象徴である冠を運ぶ

図像も発見されており、羽毛の生えた蛇自体もまた、時空間を支配する権力の象徴である 
(図 8)。この意匠が埋葬墓 5に用いられていることは、非常にシンボリックな意味合いを持
つと考えられる。というのも、埋葬墓 5 は他の埋葬墓とは異なる特徴を有しているからで
ある。 
まず、埋葬墓 5 から発見された 3 体の埋葬体の手の位置である。これまで発見された多

くの埋葬墓において、埋葬体は生贄体であり、両手首を後ろ手に縛られていた(Sugiyama, 
Cabrera y Lujan 2004、Sugiyama y Lujan 2006)。一方で埋葬墓 5から発見された 3体は
手を身体の前方に自然に垂らしており(埋葬体 5Cのみ手の位置は異なる)、手の自由が利い
たことはすでに明らかにされている。つまり、彼らは単なる生贄ではなく、重要な神への

捧げものだったのである。また、本発表の冒頭でも述べたが、埋葬墓 5 はその出土時の埋
め土から、第 5 期ピラミッドを放棄し第 6 期ピラミッドに改築する時期に相当すると考え
られる。言い換えるならば、新しいモニュメントを創始する時期であり、第 5 期ピラミッ
ドの封鎖儀礼、または第 6 期ピラミッド建造の記念儀礼として、埋葬墓 5 が設置された可
能性が示唆される。 
加えて、黒曜石製品の色に関して、埋葬墓 5 における黒曜石製品のうち現在アリゾナ州



立大学テオティワカン考古学研究センターにある全 419 点を分析した。比重で見ると、全
1430.65g の黒曜石総量に対し、1052.08g(73.5%)が灰色黒曜石であり、378.57g(26.5%)が
緑色黒曜石であった。しかしながら 419 点の製品のうち 315 点が緑色黒曜石であり、個体
数においては 75.2%が緑色黒曜石であったことがわかった。灰色黒曜石は主に大型の石鏃
を作成するために使用された(図 9)。 ミニチュア製品は緑色黒曜石製が大半である。埋葬墓 
5では、灰色黒曜石製のミニチュア製品は 8点のみである。 
このデータのみからは、従来言われているような、黒曜石の色の使い分けの象徴的な意

味を見出すには不十分である。むしろ、技術的な理由のほうが説明として妥当である。な

ぜなら、ミニチュア製品の大半は石刃を再加工して作られているおり、石刃を短時間に大

量生産するには組成の均質なパチューカ産緑色黒曜石のほうが適しているからである。し

かしながら従来から議論されているような黒曜石の色のシンボリックな意味を否定するに

もデータとして不十分であるから、他の埋葬墓で同様の空間分析を行う必要がある。 
石刃とミニチュア製品に注目して、他の埋葬墓についても見てみたい。報告者は月のピ

ラミッドから発見された埋葬墓 2、3、5、6から出土した黒曜石製の石刃とミニチュア製品
について、同研究センターにある全 1410 点を分析した。埋葬墓 2、6 から出土した石刃と
ミニチュア製品は、主として灰色黒曜石で作られている。対称的に、埋葬墓 3、5及び埋葬
墓5の埋土から発見されたものは、圧倒的に緑色黒曜石で製作されている(埋葬墓3: 276/351
点、埋葬墓 5: 304/314点)。このデータから、石刃製作はいつの時期でも緑色黒曜石を選択
する傾向があったわけではないことがわかり、時期とともに緑色黒曜石製石刃が増加する

という kabata (2003、2012)のデータと一致する。特に、第 5期ピラミッドから、第 6期ピ
ラミッドへの移行期に増加が顕著である。埋葬墓 3 は、第 5 期ピラミッド、埋葬墓 5 は、
第 6 期ピラミッドと時期が重なる。そして、埋葬墓 2 では、多くの製品タイプが緑色黒曜
石を用いて製作されている。このことから、第 5 期ピラミッドが建設された後、埋葬墓 5
が建設される以前に、緑色黒曜石を石刃製作に使用する選好が高まったと考えられる。 
 
まとめ  
黒曜石の空間分析からは次の３つのことがわかった： 

1) 一部の黒曜石製品は、建築軸や天体の方位軸を意識して配置されている。 
2) 黒曜石製品は、タイプごとのルールに従って配置された。 
3) いくつかのタイプは象徴的な意味合いを持ち、それは製品の位置や個体数、形
状、あるいは遺物群という形で表されている。 

一部の黒曜石製品が埋葬墓内で方向性を意図して配置されていることは明らかであり、そ

の方位はテオティワカンの都市計画と共通して、建築軸や天体の方位軸を基にしている。

同時に、埋葬体や他の副葬品との関連を意図していることも見受けられ、埋葬墓内の副葬

品のうちどれが特に重要な意味合いを持つか明らかにすることが、空間分析では必要なこ

とがわかった。埋葬墓 5 に関しては黒曜石製品は彼らにとっての時間や空間の認識と関連



付けて配置されていた。埋葬墓 5の設置はおそらく、「月のピラミッド」改築計画を記念す
るセレモニーの一部として執り行われたのであろう。その中で黒曜石製品は、当時のテオ

ティワカンの時空間の認識を物質化する舞台装置としての役割を担っていたと結論付ける。 
 
今後の課題  
このように、黒曜石製品の空間分析は、黒曜石製品とシンボリズムやモニュメンタリテ

ィとの関係性、ひいては黒曜石製品が所在する埋葬墓の意味合いの理解に有益となる。3次
元で分布を捉えることは、1つの埋葬墓内における分析であっても有効である。テオティワ
カン人による黒曜石製品の象徴利用を理解するための 1つの手法になり得るだろう。 
今後の課題として、埋葬墓 5 の空間分析においては、立体的に観察したとき、いくつか

の異なる層位を形成するように供物が配されていることも確認された。埋葬墓に属する遺

物か埋土の混入物か改めて見直す必要がある。すなわち、今後さらに空間分析を行うにあ

たっては 3 次元での観察が必要である。また、埋葬墓内の製品の個体数の意味合いや、平
面・空間における配置のパターンについてはより深く研究をする必要がある。そのために、

他の埋葬墓についても、特に同じ月のピラミッド出土のものあるいは同時期の他の建造物

で埋葬されたものについて同様の空間分析を行い、比較検討することが今後の研究の課題

である。そしてその際には、製品を配置する方向やその個体数、配置パターン、3タイプを
1セットととする製品群(人型エキセントリック石器、 蛇型エキセントリック石器、ナイフ)
が、分析の際の注意点となる。 
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図 1  埋葬墓 5、位置  (© PPL) 

 

 
図 2  (左 ) テオティワカンの建築軸と天体の方位軸 (Millon 1973 より、報告者
編 ).  (右 ) 埋葬墓 5 内、建築軸の西方を向く埋葬体と副葬品  
 

 



 
図 3  (左 ) テオティワカンの建築軸と天体の方位軸 (Millon 1973、報告者編 ).  
(右 ) 埋葬墓 5 の中心となる埋葬体 5A とワシの位置  

 

 
図 4  (左 ) 石鏃群の配置 .  (右 ) 各石鏃群の個体数  
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図 5  (a) ナワの宇宙観モデル (Abel Mendoza 作図 ,  Nicholson (1959)より、
報告者抜粋 )、  (b)52 年周期の暦 ,  Kubler and Gibson  (1951)より転載  
 

 
図 6  埋葬墓 5 内ミニチュア製品、人型エキセントリック石器・蛇形エキセント
リック石器・ナイフを１セットとする  
 



  
図 7  「羽毛の生えた蛇」の意匠  (左 ) 大型製品 .  (右 ) ミニチュア製品  
 

 
図 8  壁画。「羽毛の生えた蛇」が権力の象徴として冠を運ぶ  (© PTQ, 
INAH/ASU, 1996) 

 

 

図 9  (左 ) 灰色黒曜石：両面加工器に加工される傾向 .  (右 ) 緑色黒曜石：石刃製
作に適し、石刃からミニチュア製品が再加工される  
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1． はじめに 

パコパンパ遺跡から出土した石器、骨角貝器、土製品および金属器の分析で、同遺跡に

おいて、装身具および儀礼の際に用いる道具などの威信財の製作が行われていたことが明

らかになった。さらに近年の調査で、これら威信財は、それらの廃棄を視野に入れ、儀礼

などで使用することを目的として製作されていたという見通しが得られつつある。 

威信財の廃棄に関しては、すでに他の遺跡でも報告例があり、饗宴儀礼との関連性が指

摘されている。さらに、饗宴儀礼にともなって廃棄されたもののなかには、儀礼の際に用

いられたと思われる道具の未製品が含まれる場合もあることから、近年では製作の段階か

ら儀礼的であったという解釈がなされている。 

そこで本発表では、パコパンパ遺跡から出土した資料の分析をもとに、同遺跡における

威信財の製作から廃棄までの一連の行為が儀礼的であったかどうかを、エリート層による

コントロールとの関係性を考慮しながら考察する。 

 

2． パコパンパ遺跡における威信財の廃棄行為 

近年、行動考古学において儀礼行為に関する研究が活発に行われるようになっている

（Fogelin 2007:61-62）。ウィリアム・ウォーカー(William H. Walker)は、廃棄コンテクストに

ついて、(1)クラトファノス廃棄(Kratophanous deposit)、(2)犠牲的廃棄(Sacrificial deposit)、(3)

儀礼的廃棄(Ceremonial trash deposit)の三種類の類型を想定している（松本 2013:5; McNiven 

2013:558; Walker 1995:75-77）。実際の考古学的コンテクストにおいて、この 3類型の境界は

曖昧であるという指摘もあるが（McNiven 2013:559）、パコパンパ遺跡では、パコパンパ II

期（紀元前 800 年頃から紀元前 500 年頃）以降、(2)犠牲的廃棄と(3)儀礼的廃棄の二つの廃

棄行為が確認できる。前者には中央基壇東側パティオにおける Pagoに伴う埋納行為が、後

者には北基壇半地下式方形パティオにおける廃棄行為が対応する。しかし、半地下式方形



広場の封印過程における廃棄行為は、犠牲的廃棄と儀礼的廃棄の二つの要素を併せ持つと

言える。そこで、パコパンパ遺跡における三つの廃棄行為について述べ、これらを比較し

てその多様性の成因について考える。 

 

2－1．犠牲的廃棄 －中央基壇東側パティオにおける Pagoに伴う埋納行為－ 

 犠牲的廃棄(Sacrificial deposit)は、その時点で引き続き使用可能、あるいは生存可能なモノ

を各々の脈絡から引き離し、直接的に考古学的なコンテクストに変換する行為として定義

される。この場合、本来使用可能だった残りの期間が、概念的に儀礼の脈絡で生かされる

ことになる。奉納供物や埋納遺構などがこれに対応する（松本 2013：5; McNiven 2013:558; 

Walker 1995:76）。 

 パコパンパ遺跡で、この犠牲的廃棄に該当するのは、中央基壇の東に位置するパティオ

（図 1）周辺で確認された、pagoに伴う埋納遺構群である。この遺構群は中央基壇とパティ

オの間に位置し、形成期後期に対応するパコパンパ II期後半（PCIIB 期）に相当する。とり

わけ興味深いのは C-Hoyo09-27 の資料で、パイプ形骨角器、スプーン形骨角器および骨製

管といった、幻覚剤を吸引する際に用いられたと想定される骨角器が一緒に出土している。

また、C-Hoyo09-29 からは、精製のヘラ形骨角器、粗製の骨製錐とともに、刻線で頭部に装

飾が施された骨製の刺突具と推定される骨角器が出土する。前者は儀礼の際に用いられた

幻覚剤の吸引具（スナッフィング用具）、後者は製作道具であると考えられ、このような道

具類が威信財として、あるいは威信財とともに埋納されていることが特徴の一つとして挙

げられる。 

 この犠牲的廃棄が行われたパコパンパ II 期には、別の空間で異なる廃棄行為が行われて

いた。それが次に述べる、北基壇の半地下式方形パティオ（図 1）における廃棄行為である。 

 

2－2．儀礼的廃棄 －北基壇半地下式方形パティオにおける廃棄行為－ 

北基壇の半地下式方形パティオにおける、饗宴儀礼に伴う廃棄行為は、儀礼的廃棄に該

当すると言える。儀礼的廃棄(Ceremonial trash deposit)は、超自然的な、あるいは宗教的な力

を充填されたモノが、その本来の役割を果たさないようになった後、特定の廃棄の手続き

が必要とされる状態で現れる。この場合、その本来の機能が停止していたとしても、廃棄

の対象となるモノは力を有しており、日常のコンテクストに戻すことが危険であったり、

聖性を汚すことになったりすると考えられるためである。使い古された儀礼具の廃棄、儀

礼的な饗宴が行われた後の廃棄などがこれに対応している（松本 2013：5; McNiven 2013:558; 

Walker 1995:76-77）。 

これまでの発掘調査および土器・動物骨の分析から、このパティオでパコパンパ II 期前

半（PCIIA 期）から後半（PCIIB 期）にかけて饗宴儀礼が行われたことが明らかにされてい

る。 

饗宴儀礼に伴う廃棄行為については、同時期の他遺跡でも報告されている。例えば、ア



ヤクーチョ県に位置するカンパナユック・ルミ遺跡（図 2）では、大量の動物骨と炭化物が

付着した土器片とともに、幻覚剤の吸引に用いられたと考えられる骨角器、黒曜石製尖頭

器や蛇の頭を象った金製品の破片が出土している（松本 2013：9-10）。パコパンパ遺跡の場

合、饗宴儀礼の資料と直接共伴して出土している資料に、幻覚剤の吸引に用いられたと考

えられる骨角器が含まれるものの、わずか 1 点だけであり、尖頭器や金製品の破片も出土

しない。しかし、パティオ全体に範囲を広げて、饗宴儀礼が行われた時期に相当する層か

ら出土したすべての遺物を対象とすると、幻覚剤の吸引に用いられたと考えられる骨角器

やその未製品が含まれることが分かった。 

一方、尖頭器や金製品については、パティオ全体に範囲を広げても、これらが出土して

いることは確認できなかった。しかし、このパティオの南側に位置する半地下式方形広場

では、その封印過程に伴って尖頭器や金製品が廃棄されたことが明らかにされおり、これ

らについては半地下式方形広場における廃棄行為として述べる。 

幻覚剤の吸引具などの威信財のほかに、銅製あるいは骨製の針、紡錘車が北基壇のパテ

ィオから多く出土していることが分かった。さらに、金属製錬用の坩堝や金属加工に用い

られたと推定される金属器が、このパティオに集中的に廃棄されたことも明らかになった。

これらの資料は饗宴儀礼のコンテクストからも出土していることから、饗宴儀礼に伴って

廃棄されたことは明白である。紡織具および坩堝や金属加工用の金属器などの、製作道具

の廃棄については、松本が指摘する儀礼的製作（松本 2015：200-201）を検討する必要があ

る。この点については、後の「3．パコパンパ遺跡における儀礼的製作」で検証する。 

このように、北基壇半地下式方形パティオにおける儀礼的廃棄の特徴は、饗宴儀礼に伴

って威信財と製作道具が廃棄されることである。中央基壇東側パティオの犠牲的廃棄より

も複雑な様相を呈するため、より詳細な分析を行う必要がある。 

 

2－3．半地下式方形広場の封印過程における廃棄行為 

 2014 年までの発掘調査によって、半地下式方形広場が封印されたのは、形成期後期に対

応するパコパンパ II 期ではなく、カハマルカ前期（紀元後 200 年頃から紀元後 450 年頃）

であったと考えられている。半地下式方形広場の封印過程については、4つの大きなイベン

トが確認されており、それぞれに対応して、石製玉製品およびその未製品、尖頭器、金箔

片、坩堝、骨角製品の未製品などが廃棄される。最初に、半地下式方形広場を儀礼的に埋

めるイベントに伴って廃棄されるもののなかで、最も出土量が多く特徴的なのは、石製玉

製品とその未製品である。特に、様々な工程に対応する石製玉製品の未製品の分析で、そ

の製作工程を推定復元することができた。このように、各工程に対応する石製玉製品が意

図的に廃棄されていることは、半地下式方形広場で儀礼的な製作が行われたと解釈するこ

とができる。 

 また、尖頭器については、パコパンパ遺跡から出土する尖頭器の多くが、半地下式方形

広場に集中することが挙げられるほか、4つのイベントのうちの 2つのイベントに伴って廃



棄されることが分かっている。 

半地下式方形広場から出土する尖頭器は、破損しているものもあるが、その多くが完形

で、肉眼観察で使用痕が確認できるものはない。チャビン・デ・ワンタル遺跡の石彫には

投槍器をもった戦士が描かれている（Rowe 1967:103 fig.20; Rick 2008:21 fig.1.15; Roe 

2008:209 fig.7.11）が、松本が指摘するように、使用痕のみられない尖頭器は、狩猟あるい

は戦争が儀礼として行われていたことを示唆しているのかもしれない（Matsumoto 

2012:756）。 

このように、半地下式方形広場の封印過程では、状況に応じて異なる儀礼が行われ、そ

の際用いられた道具あるいは、その過程でできた製品および未製品などすべてがその場に

廃棄されるという特徴がみられる。 

 

2－4. 廃棄行為の多様性に関する考察 

 上記の三つの廃棄行為は三者三様で、この違いを生む要因として、儀礼の秘儀性と公共

性および経時的変化などが考えられる。 

 松本は、祭祀遺跡における廃棄行為の儀礼的側面に注目する場合、公共的な行為（儀礼）

と、エリート層に限定された行為（儀礼）という二つの可能性について考慮しなければな

らない（Matsumoto 2012:755）、と指摘する。パティオと半地下式方形広場の空間配置から、

中央基壇東側パティオ周辺の Pagoに伴う埋納行為と北基壇半地下式方形パティオにおける

廃棄行為はエリート層による廃棄行為として、半地下式方形広場の封印過程における廃棄

行為は公共的なものであった可能性が考えられる。 

北基壇の半地下式方形パティオについては、その周囲に金製品が副葬されるようなエリ

ート層の墓が配置されることなどから、エリート層に限定された空間であったと考えられ

る。 

また、中央基壇東側パティオについては、半地下式方形広場から直接アクセスすること

ができるが、背後には、金製耳飾りや大量の貝製玉製品が副葬された貴婦人の墓をともな

う中央基壇が控える。貴婦人の墓は、半地下式方形広場と中央基壇を結ぶ中心軸上に配置

され、埋葬場所、埋葬方法、副葬品の量、質のいずれについても、パコパンパ遺跡で最も

傑出した墓である。この中央基壇の東側に位置するパティオは、中央基壇に付随している

ことから、エリート層のなかでもより限られた集団のための空間だったと推定される。 

 一方、半地下式方形広場については、第三基壇上のアクセスの結節点にあたる中央に位

置することから、三者のなかでは最も公共的な空間であったと考えられる。そのため、そ

こで行われた廃棄行為はより公共的な性格をもっていたと推測される。 

しかしながら、現段階では、両パティオと半地下式方形広場に廃棄された資料をもとに、

廃棄行為の秘儀性と公共性を論じるのは困難であり、廃棄行為の多様性の要因の特定につ

いては、今後の課題として残る。 

 



円形構造物一括遺物（石器）出土比率 

3． パコパンパ遺跡における儀礼的製作 

パコパンパ遺跡から出土した資料の分析を行った結果、一連の製作工程が推定復元でき

る未製品と製品（道具）が、限定された区画からそろって一定量出土する場合、それらが

儀礼的に製作されたと定義できると考えた。パコパンパ遺跡では、この条件に当てはまる

事例が 2つある。1つ目は先述した、半地下式方形広場の封印過程に伴う石製玉製品の製作、

2 つ目は円形構造物における製作道具の埋納で、双方ともカハマルカ期に相当する。 

 

3－1．半地下式方形広場の封印過程に伴う石製玉製品の製作 

 半地下式方形広場の封印過程で確認された、4つの大きなイベントのうち、2番目のイベ

ントの際に、石製玉製品の儀礼的製作が行われた。さまざまな供物の奉納と広場を埋める

行為が開始された、2番目のイベントに対応する層位からは、石製玉製品とその未製品のほ

かに、尖頭器、金製装飾品、銅製の大型の針などが出土している。 

 2013 年の発掘調査では、345 点の石製玉製品と未製品がこの層位から出土しており、そ

のうち 246 点が製品で、99 点が未製品であった。また、これらが半地下式方形広場の中心

部分から集中して出土することも明らかになった。このように、限られた区画から大量の

製品と各製作工程に対応する未製品がそろって出土することから、半地下式方形広場の中

心部で、石製玉製品の儀礼的製作が行われたと解釈できる。 

 

3－2．円形構造物における製作道具の埋納 －犠牲的廃棄－ 

 パコパンパ遺跡第 3 期壇上の西端に位置する、円形構造物の頂上につくられた部屋状構

造物から、12タイプの石器が合計 275点一括して出土した。12タイプのなかで最も出土量

が多かったのは砕片で、この一括遺物の 3 割以上を占める。砕片として分類したものは、

剝片剝離作業の際に生じた石片で、打点、打瘤（バルブ）などが確認できないもの、ある

いは打点および打瘤などが確認できない剝片石器の破片である。砕片に次いで出土量が多



石製玉製品未製品出土推移 

かったのは剝片で、全体の 4 分の 1 を占める。打製石器の製作を裏付ける剝片と砕片の出

土比率が高い点に加え、出土した剝片を接合することができたことは、部屋状構造物で打

製石器の儀礼的製作が行われていたことを示唆していると言える。 

 また、この資料の特徴として、砥石の出土比率が高いことが挙げられるが、どのような

製品をつくるために砥石を用いたかは不明である。磨石や敲石などについてもその用途を

特定することはできないが、これらが何らかの製作活動を行う際に利用された可能性は高

い。 

このように、円形構造物の部屋状構造物から出土した一括遺物には、製作道具や打製石

器の儀礼的製作を示唆する石器が含まれる。したがって、この資料については、打製石器

の儀礼的製作が行われた後で、いくつかの製作道具を加えて犠牲的廃棄を行っていると解

釈することができる。 

 

3－3．パコパンパ遺跡における工芸品製作の変質 －形成期中期・後期とカハマルカ期－ 

 上述したように、カハマルカ期には石製玉製品および打製石器の儀礼的製作が行われて

いた見通しが得られつつある。しかし、それ以前の形成期においては、カハマルカ期にみ

られるような事例はまだ確認されていない。 

 そこで、形成期における儀礼的製作の有無を検証するために、カハマルカ期に儀礼的製

作が行われた石製玉製品の製作について、未製品に注目して通時的変化を確認した。その

結果、カハマルカ期に未製品の出土量が飛躍的に増加することが分かり、カハマルカ期に

おける石製玉製品の儀礼的製作をさらに補強することになった。 



 別の角度から、形成期における儀礼的製作を検証するために、饗宴儀礼に伴って廃棄さ

れた、北基壇の半地下式方形パティオの資料を分析した。この資料には合計 20点の石製玉

製品およびその未製品が含まれ、そのうちの 13点が未製品であったが、半地下式方形広場

から出土するような、切断線あるいは切断痕が残るような資料は確認できなかった。 

 これらのことから、石製玉製品の製作については、形成期には儀礼的製作は行われなか

ったと考えられる。 

 それでは、饗宴儀礼に伴って廃棄された針や紡錘車などの紡織具や金属製錬用の坩堝お

よび金属加工用の金属器についてはどうだろうか。 

 饗宴儀礼のコンテクストからは、土製紡錘車が 22 点、石製紡錘車が 1 点、銅製針が 11

点、骨製針が 1 点出土する。これらの紡織具が饗宴儀礼に伴って廃棄されたことは明白で

あるが、儀礼的に紡織が行われたことを立証するのは困難である。 

 一方、金属製錬用の坩堝および金属加工用の金属器は、パコパンパ遺跡において冶金が

行われていたことを裏付ける資料であり、これらが北基壇のパティオから集中して出土す

ることは大変興味深い。饗宴儀礼のコンテクストからは坩堝が 3 点、金属加工用の金属器

が 1 点出土するが、出土量はそれほど多くない。冶金における未製品のひとつとして粗銅

が挙げられるが、饗宴儀礼には伴わないパティオ内の上層から出土する。これらのことか

ら、紡織具と同様に、儀礼的に冶金が行われたことを立証することは難しい。 

 このように、現段階では、形成期に儀礼的製作が行われたことを立証するのは困難であ

る。これらのことを総合して考えると、形成期に行われていた工芸品製作が、カハマルカ

期に儀礼的製作を帯びるようになったと解釈する方が妥当であると思われる。 

 

4． 考察と今後の展望 

これまでの分析で、エリート層の墓から生産活動を示唆するような副葬品が出土してい

ることが確認されている。具体的には、石製および貝製玉製品などの装身具とともに紡織

具が副葬される場合、あるいは製作道具と未製品が一緒に副葬される場合などがある。こ

れらのことから、エリート層が生産活動に携わっていたと推測することができる。しかし、

製作址が特定されていないことなどから、エリート層による生産活動のコントロールを立

証することは現段階では難しい。 

そこで、別の角度からエリート層のコントロールを検証するために、これまで述べてき

た廃棄行為と儀礼的製作について、コントロールの有無を考察した。 

幻覚剤の吸引具などの威信財の廃棄については、中央基壇東側パティオの Pagoに伴う埋

納行為は、遺跡内の主要な建築に付随する空間に意図的に埋納されていることから、エリ

ート層によるコントロールがあったと解釈することができる。しかし、北基壇の半地下式

方形パティオにおける儀礼的廃棄については、威信財はパティオに限定されずに、北基壇

全体に散在するため、エリート層によってコントロールされていたとは言えない。饗宴儀

礼に伴う廃棄行為に対するエリート層のコントロールの存在を証明しているのは、むしろ、



金属製錬用の坩堝および金属加工用の金属器である。この点に関しては、紡織具のデータ

を含め、より詳細な分析を行って、このような製作道具がこのパティオに集中的に廃棄さ

れた要因を検証しなければならない。 

一方、儀礼的製作については、その担い手、あるいはコントロールしていた行為者を特

定することは困難であるが、限定された空間から製品と各製作工程に対応する未製品が一

緒に出土することなどから、コントロールされていた可能性が高い。 

 上述したように、北基壇の半地下式方形パティオにおける儀礼的廃棄については、特に

複雑な様相を呈しているため、今後の詳細な分析が必要である。 
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図 2：パコパンパ遺跡第 3基壇平面図（PCII期） 
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